
ゲ
ノ
ム
編
集
で
植
物
の
生
育
を
促
進

世
界
の
食
糧
危
機
を
解
決
す
る
！

新しいアプローチで
第2の「緑の革命」を起こす

　2050年までに世界人口は100億人に達すると

いう。そのため、人類が生きていくための食糧の

不足が懸念されている。この危機を脱する解決策

のひとつが食糧増産の技術開発だ。

 「1940～60年代にかけて、品種改良や化学肥料

の開発によって、穀物の収量を飛躍的に伸ばす

『緑の革命』が起きました。私は新しいアプローチ

で第2の緑の革命を起こしたいと考えています」

　そう語るのは、生命科学コースの近藤陽一教授

だ。専門は「植物分子生物学」。遺伝子組み換えや

ゲノム編集の手法を用いて、作物の単位面積あたり

の収穫量を増やすための基礎研究を行っている。

 「自然界の植物は常にストレスに晒されています。

暑さ、寒さに加え、強い紫外線を浴び続けることも

ある。それでもじっと動かず耐えるしかありません。

そのため植物は、環境からのストレスに応答し、耐

えるためのしくみを持っています。問題はこのスト

レスに応答するしくみが、植物の生育抑制とリンク

していることです。つまり、植物は環境ストレスに晒

されると自動的に生育が抑制されるのです。そこ

で私は、生育を抑制せずに、ストレス耐性のみを上

げる働きを誘導する遺伝子を探索しています」

　陸上植物であるシロイヌナズナには、2万6000

個の遺伝子があり、そのうち2000個程度が遺伝

子を直接制御する機能に関与していると考えられ

ている。そこで近藤教授は、これらの遺伝子の機

能を抑制させる手法で、陸上植物全般に効果の

ある環境ストレス耐性を上げることができる遺伝

子の特定を試みている。

 「この成果をもとに食用植物のゲノム編集を行え

ば、ストレスによる生育抑制を受けずに収量を増

加できる品種の開発も可能になるでしょう」

植物に特定の化合物を与え
ストレス耐性と生育促進を両立

　一方で、近藤教授は、植物に特定の化合物を

与えることで、前述のゲノム編集と同じように生

育阻害を抑えながら、ストレス耐性を強化する方

法の開発にも取り組んでいる。これは、生命科学

コース内の有機化学系の研究室との共同研究

で、近藤教授はこの環境に可能性を感じている。

 「目標はもちろん、食糧増産に関する研究成果を

社会実装することです。学部内、コース内の研究

成果を共有することで、その可能性を飛躍的に伸

ばすことができます。生命科学コース内のコラボ

レーションによって、世界の食糧問題の解決に貢

献できればと思っています」

遺伝子組み換えを施した実験用のゼニゴケ。
ここに環境ストレスを与える
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植物プランクトンである藻類が
切り拓くエネルギーの未来

　次世代エネルギーへの関心が高まるなか、トウ

モロコシやサトウキビといったバイオ燃料に注目

が集まっている。そんななか、生命科学コースの

新家弘也講師が未来のバイオ燃料として注目す

るのが、「ハプト藻」と呼ばれる藻類の一種だ。植

物プランクトンである藻類が切り拓くエネルギー

の未来とはどのようなものなのだろう。

 「藻類は、光合成により二酸化炭素から物質をつ

くり出す、持続可能な原材料です。私はハプト藻

が合成するアルケノンという脂質に着目し、研究

を行っています。アルケノンは、石油と同じ方法で

精製できるバイオ燃料としての応用が期待されて

います」

　研究のスタート地点は、地球環境への興味だっ

た。そこで、地球を支える一次生産者である植物

に興味を持ち、植物プランクトンの細胞内の代謝

生理の研究に取り組んだ。そして、さまざまな研究

の過程で知ったのがハプト藻だった。

 「アルケノンを合成できるハプト藻は、世界で5種

類しか知られていません。私は、その中の1種を用

いて、よりアルケノン生産に適した突然変異株を

創出する実験を行っています。使用するのは重イ

オンビームです。これを照射することで、アルケノ

ンをより多く蓄積する株をつくり出し、その特徴を

細胞レベルで調べています。ハプト藻の突然変異

株によって、アルケノンを大量生産できれば、バイ

オ燃料としての応用への道筋も見えてきます」

化粧品や医薬品開発につながる
可能性もあるハプト藻研究

　新家講師は、ハプト藻を用いて、ほかにもさま

ざまな研究に取り組んでいる。そのひとつが、藻

類が合成するエキネノンと呼ばれる色素（カロテノ

イド）の研究だ。エキネノンは、β-カロテンからアス

タキサンチンが合成される際の中間体にあたる物

質。アスタキサンチンといえば、美容成分として幅

広く知られている。ハプト藻にエキネノンが蓄積さ

れるメカニズムを解明できれば、化粧品や医薬品

の開発につながる発見も期待できるという。

 「植物プランクトンの世界は、いまだに謎だらけで

す。30億年前に地球上に現れ、酸素をつくり出し

たのは植物プランクトンである藻類です。藻類の

おかげで今の地球があるといっても過言ではあ

りません。藻類の特殊な代謝機構を解明するこの

研究は、地球の未来を変えるような大きな可能性

を秘めていると考えています」

光学顕微鏡で観察したハプト藻の写真
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